
公
益
目
指
す
実
業
家
へ

甲
州
財
閥
の
一
人
で
、「
天
下

の
雨
敬
」
と
呼
ば
れ
た
雨
宮
敬

次
郎
は
、
弘
化
３（
１
８
４
６
）

年
、山
梨
郡
牛
奥
村（
現
甲
州
市

牛
奥
）
の
名
主
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。

10
代
半
ば
で
、
当
時
ま
だ
な

か
っ
た
卵
専
門
の
商
い
か
ら
商

売
を
始
め
、
生
糸
な
ど
の
行
商

生
活
で
財
を
成

す
基
礎
を
築
い

た
。26
歳
の
と
き

横
浜
に
転
居
。両

替
商
に
住
み
込

ん
で
相
場
を
覚

え
、
両
替
・
洋
銀

や
生
糸
の
相
場

に
従
事
し
た
。

明
治
９（
１
８

７
６
）
年
、
30
歳

の
と
き
蚕
種（
蚕

の
卵
）の
商
売
の
た
め
、米
国
経

由
で
イ
タ
リ
ア
へ
。米
国
で
は

鉄
道
に
乗
り
、
大
規
模
な
牧
場

や
小
麦
粉
の
輸
出
会
社
な
ど

を
見
学
し
た
。一
方
、
イ
タ
リ

ア
で
は
蚕
種
の
売
買
に
失
敗
。

無
一
文
と
な
っ
て
帰
国
し
た
。

事
業
の
失
敗
と
成
功
を
繰
り

返
し
た
雨
宮
は
「
投
機
界
の
魔

王
」
と
も
称
さ
れ
た
が
、
や
が

て
海
外
で
の
知
見
や
持
ち
前

の
先
見
性
、
開
拓
精
神
を
生
か

し
、
世
の
中
に
必
要
と
さ
れ
る

公
益
性
の
高
い
事
業
を
目
指

す
実
業
家
へ
と
成
長
し
た
。周

囲
か
ら
の
支
援
を
得
ず
に
自

ら
稼
い
だ
財
産
の
ほ
と
ん
ど

を
事
業
に
投
資
す
る
信
念
と

覚
悟
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。

特
に
、
鉄
道
こ
そ
が
国
と
国

民
を
豊
か
に
す
る
社
会
事
業
と

位
置
付
け
、
多
く
の
鉄
道
事
業

の
創
立
や
経
営
に
関
与
し
た
。

「
鉄
道
王
」と
呼
ば
れ
た
甲
州
財

閥
・
根
津
嘉
一
郎
ら
に
は
「
事

業
は
政
治
よ
り
も
生
命
が
あ

る
」と
語
り
、「
岩
倉
具
視
公
の

如ご
と

き
大
政
治
家
も
、
政
治
に
於お

け
る
功
績
は
時
と
共
に
消
滅
す

る
が
、
そ
の
興
し
た
日
本
鉄
道

鉄
道
案
」
を
主
張
。し
か

し
、
国
か
ら
の
許
可
が
得

ら
れ
ず
、
中
央
線
は
国
の

公
債
で
建
設
さ
れ
、
同
36

（
１
９
０
３
）年
、
八
王
子

―
甲
府
間
が
開
通
し
た
。

た
だ
、
甲
府
ま
で
の
ル
ー

ト
は
、
か
つ
て
雨
宮
が
構

想
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ

だ
っ
た
。

そ
の
３
年
後
、
鉄
道
国

有
法
の
公
布
に
よ
り
、
甲

武
鉄
道
は
国
有
化
さ
れ

た
。そ
れ
以
前
か
ら
雨
宮

が
訴
え
て
い
た
「
鉄
道
国

有
論
」
が
実
現
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。事
業
を
通
じ
て
社

会
基
盤
を
つ
く
る
と
い
う
公
共

性
の
高
い
考
え
方
を
持
っ
て
い

た
。ま

た
、
静
岡
・
熱
海
の
人
力

に
よ
る
人
車
鉄
道
や
、
迅
速
に

敷
設
で
き
る「
軽
便
鉄
道
」を
数

多
く
手
が
け
た
ほ
か
、
現
在
も

走
る
京
浜
電
鉄
、
江
ノ
島
電
鉄

な
ど
の
社
長
も
歴
任
し
、
地
方

の
鉄
道
普
及
に
も
尽
力
し
た
。

製
粉
、製
鉄
事
業
に
も

当
時
の
日
本
に
と
っ
て
最
初

と
な
る
事
業
に
も
多
数
参
画

し
た
。
米
国
か
ら
製
粉
機
を
買

い
寄
せ
、
同
12
（
１
８
７
９
）

年
、
東
京
・
深
川
に
機
械
製
粉

会
社
「
泰
靖
社
」（
現
ニ
ッ
プ

ン
）を
創
立
。
さ
ら
に
同
40（
１

９
０
７
）
年
に
は
、
車
両
メ
ー

カ
ー
「
雨
宮
鉄
工
所
」
を
創
設

す
る
な
ど
、
常
に
時
代
の
先
を

見
据
え
、
日
本
の
近
代
化
の
礎

雨
宮
は
長
野
・
軽
井
沢
の
開

拓
に
も
取
り
組
ん
だ
。
30
代

半
ば
で
結
核
に
罹り

か

ん患
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
自
ら
の

死
後
を
見
据
え
た
投
資
を
強

く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
不
毛
の
地
と
さ
れ
た

軽
井
沢
を
開
墾
す
る
こ
と
で

人
々
の
生
活
に
希
望
を
与
え
よ

う
と
、
同
16（
１
８
８
６
）年
か

ら
開
墾
事
業
を
行
っ
た
。
植
林

事
業
で
は
、「
木
の
貯
金
」
と

し
て
毎
年
数
十
万
本
の
カ
ラ

マ
ツ
を
植
え
続
け
た
。
現
在
は

７
０
０
万
本
も
の
美
し
い
林
を

形
成
し
、
避
暑
地
・
軽
井
沢
と

し
て
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
て

い
る
。

ま
た
、
雨
宮
は
軽
井
沢
の
中

心
に
位
置
す
る
離は

な
れ
や
ま山
の
麓
に
邸

宅
を
建
設
。「
雨
宮
御
殿
」
と

呼
ば
れ
、
明
治
末
期
に
は
新
座

敷
を
建
設
し
、
政
財
界
の
賓
客

を
迎
え
た
。
町
内
に
は
「
雨
宮

新
田
」と
い
う
地
名
も
存
在
し
、

雨
宮
と
の
つ
な
が
り
を
現
代
に

伝
え
て
い
る
。

（
現
Ｊ
Ｒ
東
北
・
高
崎
線
）
は
、

日
本
鉄
道
の
在
る
限
り
人
の
視

聴
か
ら
湮い

ん
め
つ滅
す
る
こ
と
は
な

い
」と
述
べ
た
。

中
央
線
開
通
に
尽
力

こ
の
う
ち
山
梨
に
関
係
し

て
い
る
の
は
甲
武

鉄
道（
現
Ｊ
Ｒ
中
央

線
）で
、
同
21（
１
８

８
８
）
年
、
同
社
取

締
役
に
就
任
。
翌

年
、
新
宿
―
八
王
子

間
が
開
通
し
た
。

「
山
梨
の
発
展
に
は
甲
府
ま
で

延
伸
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
」

と
考
え
、国
に
先
ん
じ
て「
山
梨

を
築
い
た
。

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

笹
子
隧
道
と
当
時
の
列
車

（
明
治
末
期
ご
ろ
）

中
央
線
開
通
に
に
ぎ
わ
う
様
子

を
描
い
た
「
甲
府
停
車
場
開
通

式
」（
い
ず
れ
も
県
立
博
物
館
蔵
）

広
告
の
お
問
い
合
わ
せ
は　

山
梨
新
報
社
ま
で
☎
０
５
５（
２
３
７
）８
１
２
１

Ｐ
Ｒ
特
集 

（
山
梨
県
広
聴
広
報
グ
ル
ー
プ
）

山
梨
県
は
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
偉
人
を
数

多
く
輩
出
し
て
い
る
。
自
主
性
、
公
共
性
、
開
拓
精
神
と
い

う
甲
州
人
の
気
風
に
基
づ
い
た
先
人
た
ち
の
挑
戦
と
功
績

を
紹
介
す
る
。

新
時
代
を
拓
い
た

郷
土
の
先
人
た
ち

「
初
め
て
」に
挑
ん
だ
豪
傑

「
初
め
て
」に
挑
ん
だ
豪
傑

鉄
道
事
業
で
近
代
化
を
推
進

鉄
道
事
業
で
近
代
化
を
推
進

「雨宮敬次郎肖像」　
（明治29年刊行「仲買人雑誌　第2号」出典）

甲
州
財
閥

雨
宮
敬
次
郎
（
１
８
４
６
―
１
９
１
１
）

偉
人
の
言
葉

偉
人
の
言
葉

事
業
は
政
治
よ
り
も
生
命
が
あ
る

軽
井
沢
を
開
拓

「
木
の
貯
金
」で
観
光
地
へ


